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はじめに 

 

このたびは、DG-AMP １ユニット演算コントローラ をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

このユーザーズマニュアルハードウェア編は、ハードウェア仕様、取り扱いについて解説したものです。正しくお使いいただ

くために、このユーザーズマニュアルをよくお読みください。 

 

また、下表に示す関連マニュアルも合わせてお読みくださるようお願いいたします。 

 

名称 マニュアル番号 記載内容 

μGPCsH シリーズ プログラミング 

マニュアル（命令語編） 

ＱＧ１８２７３ μGPCsH シリーズのメモリ、言語、システム定義の 

内容などを解説 

μGPCsH シリーズ ユーザーズ 

マニュアル（オペレーション編） 

ＱＧ１８２９１ TDＦｌｏｗEditor のメニュー、アイコンなどの説明および 

TDＦｌｏｗEditor のオペレーションのすべてを解説 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）本書の内容の一部または全部を無断で転載、複製することは禁止されております。 

（２）本書の内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがありますのでご

了承ください。 

（３）本書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのこ

とがありましたら、お手数ですが巻末記載の弊社営業所までご連絡ください。その際、表紙記

載のマニュアル番号も合せてお知らせください。 

ご注意 
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安全上のご注意 

 

本製品をご使用の前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくご使用ください。 

ここでは、安全上の注意事項のレベルを｢危険｣および「注意」として区分しており、意味は下記のとおりです。 

 

 

：取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を受ける可能性があります。 

：取り扱いを誤った場合に、中程度の障害や軽傷を受ける可能性、あるいは物的損傷が発生する可能性が

あります。 

 

なお、       に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いずれも重要な内容を

記載しておりますので、必ず守ってください。特に注意していただきたい点を以下に示しますが、マニュアルの本文中にも

上記記号で示します。 

 

  

● 通電中は端子などの充電部に触れないでください。感電するおそれがあります。 

● 取り付け、取り外し、配線作業および保守・点検は、必ず電源をＯＦＦした状態で行ってください。通電したままで

の作業は感電、誤動作、故障のおそれがあります。 

● 非常停止回路・インタロック回路などは、ＰＣの外部で構成してください。ＰＣの故障により、機械の破損や事故の

おそれがあります。 
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安全上のご注意 

 

 

● 開梱時に、損傷、変形しているものは使用しないでください。火災、誤動作、故障の原因となります。 

● 製品に落下、転倒などで衝撃を与えないでください。製品の破損、故障の原因となります。 

● 製品は取扱説明書およびマニュアルに記載されている内容にしたがって取り付けてください。取り付けに不

備があると、製品落下、誤動作、故障の原因となります。 

● 取扱説明書およびマニュアルに記載されている定格電圧、電流で使用してください。定格以外での使用は火

災、誤動作、故障の原因となります。 

● 取扱説明書およびマニュアルに記載されている環境で使用（保管）してください。高温、多湿、結露、じんあ

い、腐食性ガス、油、有機溶剤、特に大きい振動・衝撃がある環境下で使用（保管）した場合、使用時に感

電、火災、誤動作、故障の原因となります。 

● 印加電圧・通電電流に適した電線サイズを選定し、規定されたトルクで締め付けてください。配線および締め

付けに不備があると火災、製品落下、誤動作、故障の原因となります。 

● ごみ、電線くず、鉄粉などの異物が機器内部に入らないよう施工してください。火災、事故、誤動作、故障の

原因となります。 

● 接地端子は必ず接地を行ってください。接地しない場合は、感電、誤動作の原因となります。 

● 端子ねじおよび取り付けねじは、締め付けが確実に行われていることを定期的に確認してください。ゆるんだ

状態での使用は、火災、誤動作の原因となります。 

● 端子台には、端子カバーを必ず装着してください。感電、火災の原因となります。 

● 運転中のプログラム変更、強制出力、起動、停止などの操作は十分安全を確認してから行ってください。 

操作ミスにより機械が動作し、機械の破損や事故のおそれがあります。 

● ツールコネクタは正しい方向に差し込んでください。誤動作の原因になります。 

● ＰＣに触れる前には、接地された金属などに触れて、人体などに帯電している静電気を放電させてください。

過大な静電気は、誤動作、故障の原因となります。 

● 配線は取扱説明書およびマニュアルに記載されている内容にしたがって確実に行ってください。配線を誤る

と火災、事故、故障の原因となります。 

● コンセントからプラグを抜く場合、コードを持って抜かないでください。ケーブルの断線により火災、故障の原

因となります。 

● 本製品の修理はその場では絶対に行わないで、弊社へ修理依頼してください。火災、事故、故障の原因とな

ります。 

● 清掃の際には、電源をＯＦＦした後、ぬるま湯で湿らせたタオルなどを使用してください。シンナー類や他の有

機溶剤を使うと、機器表面を溶かしたり、変色させたりします。 

● 製品の改造、分解はしないでください。故障の原因となります。 

● 本製品を破棄する場合は、産業廃棄物として取り扱ってください。 

● 本マニュアルに記載された製品は、人命にかかわるような機器あるいはシステムに用いられることを目的と

して設計、製造されたものではありません。 

● 本マニュアルに記載された製品を原子力制御用、航空宇宙用、医療用、交通機器用、乗用移動体用あるい

はこれらのシステムなどの特殊用途にご検討の際は、弊社の営業窓口までご照会ください。 

● 本マニュアルに記載された製品が故障することにより、人命にかかわったり重大な損失の発生が予測される

設備への適用に際しては必ず安全装置を設置してください。 

 

※マニュアル番号は、このマニュアルの表紙の右下に記載しております。 

印刷日付※マニュアル番号改定内容 

2016 年 7 月 ＱＧ１７７３０ 第４版印刷 
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改定履歴 

 

 

印刷日付 マニュアル番号 改定内容 

０４－１１－０５ 初版 

 

新規作成 

０５－０３－２５ ２版 アナログ入力端子（絶縁機能付き）、（電流入力）、および 

パルストレーン（レートマルチ）出力端子の追加 

０５－１０－０３ 

 

３版 ＲＥＳＥＴボタンの追加、 

アナログ出力仕様及び、本体設置方法の追記、その他 

１６－０７－１９ 

 

４版 プログラミングツールを TDｓｘEditor から TDFlowEditor に変更 

１９－０１－０７ 

 

５版 背表紙の東洋産業住所・URL 変更 
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第 1 章 概要 

 

１－１ 概要 

（１） ＰＬC 機能 

プログラミング言語にはわかりやすいと好評な GPC 言語を採用することで、弊社 PLC μGPCｓＨシリーズと同

等な機能を持つアプリケーションプログラムを作成することができます。 

 

（２）外部 I/F 

外部 I/F にはデジタル入出力（ＤＣ１２Ｖ・ＤＣ２４Ｖ）、アナログ入力（ -１０Ｖ～＋１０Ｖ）、通信 I/F

（RS232C,RS422,RS485）を標準装備し、さまざまなアプリケーションを構築することができます。 

 

（３）周波数カウンタ機能 

ＰＧ入力は２相専用でＰＧの周波数カウンタとして入力パルス周波数は最大３６ｋＨｚまで計測できます。ＦＩ入力

は単相または２チャンネル組み合わせた２相の周波数カウンタとして入力パルスの周波数は最大３６ｋＨｚまで計

測できます。 

 

（４）内部拡張ＢＵＳ用Ｉ／Ｆ 

内部には弊社インバータ用通信オプション基板を搭載できる拡張ＢＵＳ用Ｉ／Ｆを持っており、ＯＰＣＮ－６４基板を

搭載することによってＯＰＣＮ－１スレーブ機器となり他社マスター機器と接続することができます。 

 

（５）簡易液晶コンソール 

コンソールＬＣＤ表示部を持っており、パソコンがない場合でも内部レジスタのデータを確認できます。 また、ス

イッチ部を操作すれば、データを変更することもできます。 
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第 2 章 システム構成 

２－1 システム構成 

 

 

 

ＯＰＣＮ６４
OPCN2010
（オプション）
内部に組込

Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ｎ

ー
１

パソコン
（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用）

表示器

ＰＬＣ

モータドライブユニット

サイリスタレオナード
インバータ等

アナログ
出力

M PLG

デジタル出力

デジタル入力

速度検出入力

アナログ入力

ＤＧ－ＡＭＰ

変換器

 
 

 

 

 

 

 

⚫ 外部通信機器とは専用コネクタで接続します。 

⚫ デジタル入出力、アナログ入力とは、端子台で接続します。 
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第 2 章 システム構成  入出力メモリの割り付け 

２－２ デジタル入力 入力メモリの割り付け 

レジスタ名 リレー名 端子番号 内容 

ｉ０００００ Ｉ０００００ ＤＩ－０ デジタル入力信号 

 Ｉ００００１ ＤＩ－１ 

Ｉ００００２ ＤＩ－２ 

Ｉ００００３ ＤＩ－３ 

Ｉ００００４ ＤＩ－４ 

Ｉ００００５ ＤＩ－５ 

Ｉ００００６ ＤＩ－６ 

Ｉ００００７ ＤＩ－７ 

Ｉ００００８ ＤＩ－８  

Ｉ００００９ ＤＩ－９ 

Ｉ００００Ａ ＤＩ－Ａ 

Ｉ００００Ｂ ＤＩ－Ｂ 

Ｉ００００Ｃ ＤＩ－Ｃ 

Ｉ００００Ｄ ＤＩ－Ｄ 

Ｉ００００Ｅ ＤＩ－Ｅ 

Ｉ００００Ｆ ＤＩ－Ｆ 

２－３ アナログ入力メモリ 入力メモリの割り付け 

レジスタ名 端子番号 内容 

ｉ００００２ ＡＩ－０ (１４ビット ±１０Ｖ チャンネル間非絶縁)読み込み値 

(１４ビット ±１０Ｖ チャンネル間非絶縁)読み込み値 

(１４ビット ±１０Ｖ チャンネル間非絶縁)読み込み値 

(１４ビット ±１０Ｖ チャンネル間非絶縁)読み込み値 

ｉ００００３ ＡＩ－１ 

ｉ００００４ ＡＩ－２ 

ｉ００００５ ＡＩ－３ 

ｉ００００６ ＡＩ－４ (１４ビット ±１０Ｖ チャンネル間絶縁)読み込み値 

(１４ビット ±１０Ｖ チャンネル間絶縁)読み込み値 ｉ００００７ ＡＩ－５ 

ｉ００００８ ＡＩ－６ (１０ビット４～２０ｍＡ電流入力非絶縁 ＣＨ１)読み込み値 

(１０ビット４～２０ｍＡ電流入力非絶縁 ＣＨ２)読み込み値 ｉ００００９ ＡＩ－７ 

ｉ００００Ａ  システムリザーブ 

ｉ００００Ｂ  システムリザーブ 

ｉ００００Ｃ  システムリザーブ 

ｉ００００Ｄ  システムリザーブ 

ｉ００００Ｅ  システムリザーブ 

ｉ００００Ｆ  システムリザーブ 
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第 2 章 システム構成  入出力メモリの割り付け 

２－４ 周波数計測レジスタ 

レジスタ名 内容  

ｉ０００１０ ２相ＰＧカウンタ周波数計測値 Ａ   

ｉ０００１１ ２相ＰＧカウンタ周波数計測値 Ｂ   

ｉ０００１２ ＦＩ－１ 周波数計測値  

ｉ０００１３ ＦＩ－２ 周波数計測値  

ｉ０００１４ ２相ＰＧカウンタ回転方向、２相ＦＩカウンタ回転方向  

ｉ０００１５ ２相ＰＧカウンタ計測エラー検出数（Ａ，Ｂ合計値）  

ｉ０００１６ ＦＩ－１ カウンタ計測エラー検出数  

ｉ０００１７ ＦＩ－２ カウンタ計測エラー検出数  

ｉ０００１８ PG－A UP/DOWN カウント値  

ｉ０００１９ PG－B UP/DOWN カウント値   

ｉ０００１A ＦＩ－１ UP/DOWN カウント値  

ｉ０００１B ＦＩ－２ UP/DOWN カウント値  

 

２－５ デジタル出力メモリ 出力メモリの割り付け 

レジスタ名 リレー名 端子番号 内容 

ｏ０００４０ Ｏ00400 ＤＯ－０ デジタル出力信号 

 Ｏ00401 ＤＯ－１ 

Ｏ00402 ＤＯ－２ 

Ｏ00403   ＤＯ－３ 

 

２－６ アナログ出力メモリ  出力メモリの割り付け  

レジスタ名 内容  

ｏ０００４２ ＡＯ－０（ＤＡＣ  ＣＨ１）  

ｏ０００４３ ＡＯ－１（ＤＡＣ  ＣＨ２）  

ｏ０００４４ ＡＯ－２（ＤＡＣ  ＣＨ３）  

 

２－７ パルス出力メモリ 出力メモリの割り付け 

レジスタ名 内容  

ｏ０００５０ ＰＯ－０（パルス出力）設定パルス幅／出力レベル  

ｏ０００５１ ＰＯ－１（パルス出力）設定位相遅れ幅／出力レベル  

ｏ０００５２ ＰＯ－２（パルス出力）設定位相遅れ幅／出力レベル  

ｏ０００５３ ＰＧ／ＦＩ相数モード  

ｏ０００５４ ＰＯ－０～２基準周波数レート  

ｏ０００５５ ＰＯ－３（レートマルチ）出力後段デバイダー値  

ｏ０００５６ ＰＯ－３（レートマルチ）設定値  

ｏ０００５７ ＰＯ－３（レートマルチ）制御データ  

ｏ０００５８ システムリザーブ  
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２－８ ＯＰＣＮ－１インターフェースレジスタ 

レジスタ名 内容  

ｗ０００６０ ＯＰＣＮ－１出力レジスタ（マスタ－＞ＤＧ－ＡＭＰ）  

ｗ０００６１   

ｗ０００６２                    出力ワード数  

ｗ０００６３   

ｗ０００６４   

ｗ０００６５   

ｗ０００６６   

ｗ０００６７   

ｗ０００６８   

ｗ０００６９ ＯＰＣＮ－１入力レジスタ（マスタ＜－ＤＧ－ＡＭＰ）  

ｗ０００６Ａ   

ｗ０００６Ｂ                    入力ワード数  

ｗ０００６Ｃ   

ｗ０００６Ｄ   

ｗ０００６Ｅ   

ｗ０００６Ｆ   

   

ｗ００３ＦＣ ＯＰＣＮ－１入力ワード数設定値  

ｗ００３ＦＤ ＯＰＣＮ－１出力ワード数設定値  

ｗ００３ＦＥ ＯＰＣＮ－１ボーレート設定値  

ｗ００３ＦＦ ＯＰＣＮ－１パラメータ設定フラグ  

 

２－９ アナウンスレジスタ 

レジスタ名 内容 単位 表示例 

ｚ０００００ 運転ステータス（備考１参照）   

ｚ００００１ 運転ステータス（備考１参照）   

ｚ００００２ 運転ステータス（備考１参照）   

ｚ００００３ （タスク１スキャン時間） ＢＣＤ mSEC  

ｚ００００４ （タスク２スキャン時間） ＢＣＤ mSEC  

ｚ００００５ （ＹＹＭＭ表示）時刻  ０５０１Ｈ 

ｚ００００６ （ＤＤＨＨ表示）時刻  ０１２３Ｈ 

ｚ００００７ （ＭＭＳＳ表示）時刻  ５９５９Ｈ 

ｚ００００８    

ｚ００００９ （０．２５ｍＳＥＣカウンタ）   

ｚ００００Ａ （１ＳＥＣカウンタ）   

ｚ００００Ｂ （システムタスクカウンタ）   

ｚ００００Ｃ システムリザーブ   

ｚ０００３４ システム定義情報 使用ワード数   

ｚ０００３５ 関数 使用ワード数   

ｚ０００３６ プログラム 使用ワード数   

ｚ０００３７ 汎用ファイル情報 使用ワード数   

    

ｚｒ００２Ｃ タスク１ スキャンタイム 秒（実数）  

ｚｒ００２Ｅ タスク２ スキャンタイム 秒（実数）  
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３－１ ＤＧ－ＡＭＰ 一般仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１） 汚染度２：通常、導電性の汚染のない状態です。しかし、場合によっては、結露で一時的な導電性が発生す

るかもしれない状態と規定されています。 

 

 

 

項目 仕様 

物理的環境 動作周囲温度 －０℃～＋５５℃ 

保存（輸送）温度 －２０℃～＋６５℃ 

相対湿度 ２０～９５％ 結露しないこと。 

汚染度 汚染度２ 注１） 

耐腐食性 腐食性ガスがないこと。有機溶剤の付着がないこと。 

使用高度 標高２０００ｍ以下 

（輸送時の気圧は７０ｋＰａ以上） 

機械的稼動条件 耐振動 片振幅 0.15mm 定加速度 19.6ｍ／ｓ２ 

上下４時間、左右、前後２時間 計８時間 

耐衝撃 ピーク加速度：147 m/s２ 各方向３回(15G) 

電気的稼動条件 耐ノイズ ノイズシュミレータ法 立ち上がり時間１ｎｓ、 

パルス幅１μｓ、１ｋＶ 

耐静電気放電 接触放電法：±６ｋＶ、気中放電法：±８ｋＶ 

耐放射電磁界 １０Ｖ／ｍ （８０ＭＨｚ～１０００ＭＨｚ） 

構造 盤内蔵型 

冷却方式 自然冷却 

質量 ４ｋｇ 
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３－２ 性能仕様 

項目 仕様 

演算制御方式 ストアードプログラム サイクリックスキャン方式 

入出力制御方式 ダイレクトリフレッシュ方式 

プログラム言語 ＧＰＣ言語（ラダー図、データフロー） 

プログラム容量 ６４ｋワード（約８００ページ） 

入出力点数 ５１２ワード 

データ 

メモリ 

入出力メモリ(i0/o0) ５１２ワード 

グローバルメモリ(g0,gr) １６３８４ワード 

ローカルメモリ １６３８４ワード 

リテインメモリ(ri,rr) ６５５３６ワード 

自己診断機能 ウォッチドグタイマ 

メモリバックアップ 

 

 

 

        

           注１）、注２） 

プログラム（ファイルメモリ含む）、パラメータ 

・フラッシュＲＯＭ 

リテインメモリ 

・内蔵ＲＡＭ 

（バッテリオプション未装着時、停電後１週間保持） 

（バッテリオプション装着時、 バックアップ時間１０年） 

バッテリオプション：リチウム一次電池 

カレンダ ±６０秒／月（２５℃） 

（バッテリオプション未装着時、停電後１週間保持） 

デジタル入出力 シンク／ソース入力  １６点 

シンクトランジスタ出力 ４点 

アナログ入力 ８ＣＨ 

アナログ出力 ３CH 

通信Ｉ／Ｆ ２ＣＨ 

 

注１） バッテリオプション装着時は、電池容量に残りがある場合でも、電池保障期間を過ぎた場合は 

必ず交換してください。 

注２） バッテリオプション装着時は、本体の電源投入状態では、電池は消費されません。 

 

     

 

３－３ ＤＧ－ＡＭＰ 電源仕様 

項目 仕様 

定格入力範囲 ＡＣ１００Ｖ／２００Ｖ 

（ＡＣ８５Ｖ～ＡＣ２６５Ｖ） 

定格入力電流 ＡＣ１００Ｖ  － ０．６Ａ以下 

ＡＣ２００Ｖ  － ０．３５Ａ以下 

定格入力周波数 

（周波数許容範囲） 

50 / 60[Hz] 

（48 ～ 62 [Hz]） 

入力突入電流 20 [A] Typ. AC 100 [V] 

過電流保護 定格電流の１０５％以上で動作、自動復帰 

過電圧保護 定格電圧の１１５～１４０％で動作 

消費電力 ３０Ｗ以下 
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３－４ ＤＣ電圧入力 入力仕様 

項目 仕様 

入力信号条件 定格電圧 ＤＣ１２／２４Ｖ 

最大許容電圧 ＤＣ２８Ｖ 

許容リップル率 １％以下 

入力回路の特性 入力形式 ソース・シンク共用（双方向） 

定格電流 約５ｍＡ（２４Ｖ時）、約２．５ｍＡ（１２Ｖ時） 

入力インピータンス 約４．７ｋΩ 

標準動作範囲 OFF→ON ７．５ ～ ８．５Ｖ 

ON→ OFF ７．５ ～ ８．５Ｖ 

入力種別 ＤＣ ｔｙｐｅ１ 

入力遅延時間 ０．５ｍｓ 

外部接続 端子台 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

絶縁耐力 ＡＣ１５００Ｖ １分間 入力端子一括とＦＧ間 

絶縁抵抗 ＤＣ５００Ｖの絶縁抵抗計にて１０ＭΩ以上 

出力端子一括とＦＧ間 

 

３－５ リレー出力 出力仕様 

項目 仕様 

出力電源条件 定格電圧 ＡＣ２５０Ｖ  ＤＣ３０Ｖ 

電圧許容範囲 ＡＣ２５０Ｖ 

出力回路の特性 

          

      

出力形式 リレー出力 

最大負荷電流 ＡＣ／ＤＣ ２Ａ （コモン ５Ａ） 

最小開閉電圧・電流 ＤＣ ０．１Ｖ  ０．１ｍＡ 

出力遅延 

時間 

ＯＦＦ->ＯＮ １０ｍｓ以下 

ＯＮ->ＯＦＦ ５ｍｓ以下 

出力保護形式 内蔵ヒューズ なし 

出力種別 リレ―出力 

サージ抑制回路 バリスタ 

その他の出力保護 なし 

最大開閉速度 １００回／毎秒 以下 

機械的寿命 ２０００万回 

電気的寿命 最大負荷電流時で、１０万回以上 

外部接続 端子台 

出力信号表示 なし 

絶縁方式 ドライ接点出力 

絶縁耐力 ＡＣ１５００Ｖ １分間 

絶縁抵抗 １６０ＭΩ以上  ＤＣ５００Ｖメガーにて 
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３－６ トランジスタ出力 出力仕様 

項目 仕様 

出力電源条件 定格電圧 １２Ｖ 

電圧許容範囲 １２Ｖ 

出力回路の特性 出力形式 シンク 

定格電流 約５００ｍＡ／１点 

出力電圧降下 １．５Ｖ以下 

出力遅延 

時間 

ＯＦＦ->ＯＮ ０．５ｍｓ以下 

ＯＮ->ＯＦＦ ０．５ｍｓ以下 

ＯＦＦ時漏れ電流 最大２０μＡ以下（１点） 

出力種別 トランジスタ 

出力保護 抵抗 １０Ω 

外部接続 端子台 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

絶縁耐力 ＡＣ１５００Ｖ １分間 出力端子一括とＦＧ間 

絶縁抵抗 ＤＣ５００Ｖの絶縁抵抗計にて１０ＭΩ以上 

出力端子一括とＦＧ間 

 

３－７ アナログ入力仕様 

項目 仕様 

入力チャンネル数 ８チャンネル 

入力インピータンス 約１ＭΩ 

最大許容入力 ±１５Ｖ 

変換特性 アナログ入力範囲 デジタル変換値 

－１０Ｖ～１０Ｖ －８１９２～８１９１ 

分解能 １４ビット（最小分解能約１．２ｍＶ）、１０ビット 

総合精度（フルスケールに対して） ０．１％ 

ディジタル変換値の形式 整数 

サンプリング時間 ５００μs 

入力フィルタ時間 なし 

入力遅延時間 ５０μs 以下 

その他の機能 なし 

 

３－８ アナログ出力仕様 

項目 仕様 

出力チャンネル数 ３チャンネル 

外部負荷抵抗 １ｋΩ以上 

アナログ出力レンジ －１０Ｖ ～ １０Ｖ 

変換特性 デジタル設定値 アナログ出力値 

－８１９２～８１９１ －１０Ｖ～１０Ｖ 

分解能 １４ビット（最小分解能約１．２ｍＶ） 

総合精度（フルスケールに対して） ０．１％ 

ディジタル変換値の形式 整数 

変換サイクル ５００μs 以下 
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３－９ 通信Ｉ／Ｆ仕様 

項目 仕様 

ＲＳ２３２Ｃ ＲＳ４２２／、ＲＳ４８５ 

外部 

イン 

ター 

フェ 

―ス 

 

ポート １チャンネル １チャンネル 

伝送方式 全２重通信方式 

伝送速度 2400/4800/9600/19200/31250/38400 bps 

伝送距離 １５ｍ以内 １ｋｍ以内（ただし伝送速度 19.2kbps

以下） 

接続台数 １：１ １：１ 

接続方式 コネクタ 

伝送方法 μＧＰＣ言語 関数による 

 

 

 

 

 

３－１０ TOOL I/F 通信仕様 

項目 仕様 

外部 

イン 

ター 

フェ 

―ス 

 

ポート １チャンネル 

伝送方式 全２重通信方式 

伝送速度 38400 bps 

伝送距離 ５ｍ以内 

接続台数 １：１ 

接続方式 Ｄ－ＳＵＢ ９Ｐ （オス） 

ＰＣとはクロスケーブル（メス）で接続 

モデム電源 － 

伝送方法 アプリケーション使用不可 

ＰＬＣ Ｉ／Ｆ専用コマンド 

 

 



 

18／45 

第 3 章 仕様 

３－１１ 入出力端子 端子名称 

Ｔ１                        Ｔ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＩ－０ 

ＤＩ－１ 

ＤＩ－２ 

ＤＩ－３ 

ＤＩ－４ 

ＤＩ－５ 

ＤＩ－６ 

ＤＩ－７ 

ＣＯＭ ＤＩ 

ＤＩ－８ 

ＤＩ－９ 

ＤＩ－Ａ 

ＤＩ－Ｂ 

ＤＩ－Ｃ 

ＤＩ－Ｄ 

ＤＩ－Ｅ 

ＤＩ－Ｆ 

ＰＧ－Ａ 

ＰＧ－Ｂ 

ＰＧ－１２Ｖ 

ＰＧ－０Ｖ 

ＦＩ－１ 

ＦＩ－２ 

Ａ 

Ｂ 

ＡＩ－０ 

ＡＩ－１ 

ＡＩ－２ 

ＡＩ－３ 

ＡＩ－０Ｖ 

ＡＩ－４＋ 

ＡＩ－４－ 

ＡＩ－５＋ 

ＡＩ－５－ 

ＡＯ－０ 

ＡＯ－１ 

ＡＯ－２ 

ＡＯ－０Ｖ 

ＰＯ－０ 

ＰＯ－１ 

ＰＯ－２ 

ＰＯ－３ 

ＰＯ－１２Ｖ 

ＰＯ－０Ｖ 

ＤＯ－０ 

ＤＯ－１  

ＤＯ－２  

ＤＯ－３  

ＤＯ－０Ｖ 

Ｇ 

 

ＳＤ＋４２２ 

ＳＤ－４２２ 

ＧＮＤ 

ＲＤ＋４２２ 

ＲＤ－４２２ 

ＳＤ－２３２ 

ＲＤ－２３２ 

ＡＩ－６ 

ＡＩ―７ 

ＡＩ－０Ｖ 
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３－１２ デジタル入力端子 

 

端子台     ４．７Ｋ 

    ＤＩ－０  

ＤＣ入力信号                Ｒ          ＰＣ    内部回路  

（１２～２４Ｖ）       ： 

              ： 

 

   ＤＩ－Ｆ                （双方向） 

 

ＣＯＭ－ＤＩ  

コモン入力 

 

⚫ 信号入力はソースまたはシンク（１６点共通） が可能です。 

⚫ ソース入力の場合、端子電圧８Ｖ以上でＯＮと認識します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

端子番号 内部リレー番号 

ＤＩ－０ Ｉ０００００ 

ＤＩ－１ Ｉ００００１ 

ＤＩ－２ Ｉ００００２ 

ＤＩ－３ Ｉ００００３ 

ＤＩ－４ Ｉ００００４ 

ＤＩ－５ Ｉ００００５ 

ＤＩ－６ Ｉ００００６ 

ＤＩ－７ Ｉ００００７ 

ＤＩ－８ Ｉ００００８ 

ＤＩ－９ Ｉ００００９ 

ＤＩ－Ａ Ｉ００００Ａ 

ＤＩ－Ｂ Ｉ００００Ｂ 

ＤＩ－Ｃ Ｉ００００Ｃ 

ＤＩ－Ｄ Ｉ００００Ｄ 

ＤＩ－Ｅ Ｉ００００Ｅ 

ＤＩ－Ｆ Ｉ００００Ｆ 
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３－１３ ＰＧ入力端子 

端子台   １．５Ｋ  

                 ＰＧ－Ａ 

ＤＣ入力信号                      ＯＰ    内部回路 

（１２Ｖ）  

ＰＧ－Ｂ             ＡＭＰ    （ＰＣ） 

 

  

  

   ＰＧ－０Ｖ   

コモン入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補足説明）２相ＰＧを選択した後、単相にもどす場合、電源リセットを行ってください。 

また２相ＰＧを選択した場合、ｉ０００１１、ｉ０００１９およびＩ００１４０は無効となります。（Ｉ００１４０を参照する場合

は単相とする。）ＰＧ回転方向は単相モードを選択した場合にＰＧ－Ａが９０度位相遅れで正転となります。（東洋

電機標準モード）また２相モードを選択した場合は、ｉ０００１０がＰＧ－Ａの９０度位相遅れで＋値となり、ＰＧ－Ａ

の９０度位相進みで－値となります。 

 

端子番号 内容 

ＰＧ－Ａ Ａ相（９０度進み）信号 

ＰＧ－Ｂ Ａ相（９０度遅れ）信号 

ＰＧ－０Ｖ ＰＧコモンライン 

ＰＧ－１２Ｖ ＰＧ用外部電源出力 

レジスタ番号 内容 

ｉ０００１０ ＰＧ周波数―Ａ 

（０Ｈｚ ～ ３６０００Ｈｚ） 

ｉ０００１１ ＰＧ周波数―Ｂ 

（０Ｈｚ ～ ３６０００Ｈｚ） 

ｉ０００１５ ＰＧ－Ａ＋Ｂエラーカウンタ 

（１０Ｈｚ以上の変化検出） 

ｉ０００１８ ＰＧ－Ａ ＵＰ／ＤＯＷＮカウント値（－３２７６８～３２７６７） 

ｉ０００１９ ＰＧ－Ｂ ＵＰ／ＤＯＷＮカウント値（－３２７６８～３２７６７） 

リレー番号 内容 

Ｉ００１４０ ＰＧ回転方向（１で逆転、０で正転） 

        （東洋標準回転方向） 

回転方向（１で A 相進） 

      （０で B 相進） 

Ｏ００５３０ ＰＧ周波数１／２表示（１で１／２、０で１／１） 

Ｏ００５３１ ２相ＰＧ選択（１で２相、０で単相／２チャンネル） 

Ｒ 
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３－１４ ＦＩ入力端子 

通常は単相２チャンネルで使用しますが、２相１チャンネルとして使用することもできます。 

 

端子台            ６８０ 

ＦＩ－１   

ＤＣ入力信号                  Ｒ       ＰＣ   内部回路 

（１２～２４Ｖ）      ＦＩ－２   

                ６８０ 

  ＰＧ－０Ｖ  

コモン入力                    Ｒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子番号 内容 

ＦＩ－１ ＦＩ－１ＣＨ（Ａ相信号） 

ＦＩ－２ ＦＩ－２ＣＨ（Ｂ相信号） 

ＰＧ－０Ｖ ＦＩ／ＰＧコモンライン 

ＰＧ－１２Ｖ ＰＧ用外部電源出力 

レジスタ番号 内容 

ｉ０００１２ ＦＩ－１周波数 

（０Ｈｚ ～ ３６０００Ｈｚ） 

ｉ０００１３ ＦＩ－２周波数 

（０Ｈｚ ～ ３６０００Ｈｚ） 

ｉ０００１６ ＦＩ－１エラーカウンタ 

（１０Ｈｚ以上の変化検出） 

ｉ０００１７ ＦＩ－２エラーカウンタ 

（１０Ｈｚ以上の変化検出） 

ｉ０００１Ａ ＦＩ－１ ＵＰ／ＤＯＷＮカウント値（－３２７６８～３２７６７） 

ｉ０００１Ｂ ＦＩ－２ ＵＰ／ＤＰＷＮカウント値（－３２７６８～３２７６７） 

リレー番号 内容 

Ｉ００１４１ ＰＧ回転方向（１で逆転、０で正転） 

        （東洋標準回転方向） 

回転方向（１で A 相進） 

      （０で B 相進） 

Ｏ００５３２ ＰＧ周波数１／２表示 

（１で１／２、０で１／１） 

Ｏ００５３３ ２相ＰＧ選択 

（１で２相、０で単相／２チャンネル） 
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（補足説明）２相ＰＧを選択した後、単相にもどす場合、電源リセットを行ってください。 

また２相ＰＧを選択した場合、ｉ０００１３、ｉ０００１ＢおよびＩ００１４１は 

無効となります。（Ｉ００１４１を参照する場合は単相としてください。） 

ＰＧ回転方向は単相モードを選択した場合にＦＩ－１が９０度位相遅れで正転と 

なります。（東洋電機標準モード） 

 

また２相モードを選択した場合は、ｉ０００１２がＦＩ－１の９０度位相遅れで 

＋値となり、ＦＩ－１の９０度位相進みで－値となります。 

 

「ＰＧおよびＦＩ入力最大入力周波数について」 

 

両者を含め４チャンネル分ありますが、最高周波数に制限があります。 

 

＜計算式＞ 

チャンネル１～４の最高周波数をｆ１～ｆ４とすると 

ｆ１＋ｆ２＋ｆ３＋ｆ４ ＜ ３６ｋＨｚ 

を満たす条件で使用可能です。 

 

 

１） １チャンネルのみで使用する場合、最高３６ｋＨｚまで可能です。 

２チャンネルで使用する場合は各１８ｋＨｚ（３６ｋＨｚ／２）までに制限されます。 

４チャンネルで使用する場合は各９ｋＨｚ（３６ｋＨｚ／４）までに制限されます。 

 

２）ＰＧおよびＦＩ入力とも２相モードが設定可能です。 

この場合、２相１チャンネル（Ａ・Ｂ相入力）でも３６ｋＨｚまで可能となります。 

３）ＰＧ周波数１／２表示（１／２Ｈｚ表示モード）設定 

表示する周波数が３２７６７Ｈｚ以上の場合は、負の値表示となるため、 

３６ｋＨｚで１８０００と表示するモードを設定できます。 
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３－１５ ＯＰＣＮ－１入力端子 

 

端子台   

   Ａ     

４８５入力信号                        ＯＰＣＮ６４    内部回路 

             Ｂ                 OPCN2010 

 

 Ｇ     

コモン入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子番号 内容 

ＯＰＣＮ－Ａ ＯＰＣＮ－１ケーブルＡライン信号 

ＯＰＣＮ－Ｂ ＯＰＣＮ－１ケーブルＢライン信号 

ＯＰＣＮ－Ｇ ＯＰＣＮ－１ケーブルＳＧライン 

レジスタ番号 内容 

ｗ０００６０ ＯＰＣＮ－１出力レジスタ（マスターからの設定値） 

  ～ （ｗ００３ＦＤの設定分） 

ｗ０００ｘｘ （Ｉ００ｘｘｘとしても使用可能） 

  

ｗ０００ｘｘ＋１ ＯＰＣＮ－１入力レジスタ（マスターへのモニタ） 

～ （ｗ００３ＦＣの設定分） 

ｗ０００ｙｙ （Ｏ００ｘｘｘとしても使用可能） 

  

ｗ００３ＦＣ ＯＰＣＮ－１入力ワード数設定値（７～１９） 

ｗ００３ＦＤ ＯＰＣＮ－１出力ワード数設定値（６～１２） 

ｗ００３ＦＥ ＯＰＣＮ－１ボーレート設定値（０～３、３：１Ｍ） 

ｗ００３ＦＦ ＯＰＣＮ－１パラメータ設定フラグ（３ＦＣｈ） 
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３－１６ アナログ入力端子 

 

 

端子台    １Ｍ 

ＡＩ－０  

ＤＣ入力信号                      ＯＰ    内部回路 

（－１０Ｖ～１０Ｖ）                       ＡＭＰ          

        

ＡＩ－３                      （ＰＣ） 

 

  

  ＡＩ－０Ｖ   

コモン入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レジスタ値） 

８１９１ 

 

 

 

     －１０Ｖ     ０ 

   

      入力電圧      ０Ｖ       ＋１０Ｖ 

 

 

 

－８１９２ 

 

 

 

 

端子番号 内容 

ＡＩ－０ ０Ｃｈ入力信号 

ＡＩ－１ １Ｃｈ入力信号 

ＡＩ－２ ２Ｃｈ入力信号 

ＡＩ－３ ３Ｃｈ入力信号 

ＡＩ－０Ｖ ＡＩコモンライン 

レジスタ番号 内容 

ｉ００００２ ＡＩ－０入力データ（-8192～8191） 

ｉ００００３ ＡＩ－１入力データ（-8192～8191） 

ｉ００００４ ＡＩ－２入力データ（-8192～8191） 

ｉ００００５ ＡＩ－３入力データ（-8192～8191） 

Ｒ 
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３－１７ アナログ入力端子（絶縁機能付き） 

端子台    

ＡＩ－４＋  

ＤＣ入力信号    ～                 ＩＳＯ   内部回路 

（－１０Ｖ～１０Ｖ）                      ＡＭＰ  （ＰＣ） 

 

ＡＩ－４－  

 

 

端子台    

ＡＩ－５＋  

 

ＤＣ入力信号    ～                 ＩＳＯ   内部回路 

（－１０Ｖ～１０Ｖ）                      ＡＭＰ  （ＰＣ） 

 

ＡＩ－５－   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レジスタ値） 

８１９１ 

 

 

 

     －１０Ｖ     ０ 

   

 入力電圧                  ０Ｖ       ＋１０Ｖ 

 

 

 

                               

－８１９２ 

端子番号 内容 

ＡＩ－４＋ ４Ｃｈ＋入力信号 

ＡＩ－４－ ４Ｃｈ―入力信号 

ＡＩ－５＋ ５Ｃｈ＋入力信号 

ＡＩ－５－ ５Ｃｈ―入力信号 

レジスタ番号 内容 

ｉ００００６ ＡＩ－４入力データ（-8192～8191） 

ｉ００００７ ＡＩ－５入力データ（-8192～8191） 



 

26／45 

● 

● 

● 

● 

第 3 章 仕様 

３－１８ アナログ入力端子（電流入力） 

直列に抵抗を入れ、電流入力用として使用できます。 

直接電圧入力する場合は、０～３Ｖの範囲が条件となります。 

端子台          １５０Ω 

ＡＩ－６   

 

ＤＣ電流入力信号  ～         Ｒ      ＯＰ   内部回路 

（０Ｖ～３Ｖ）                           ＡＭＰ  （ＰＣ） 

 

ＡＩ－０Ｖ  

 

端子台   １５０Ω 

ＡＩ－７  

 

ＤＣ電流入力信号  ～         Ｒ      ＯＰ   内部回路 

（０Ｖ～３Ｖ）                           ＡＭＰ  （ＰＣ） 

 

ＡＩ－０Ｖ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レジスタ値） 

1023 

 

943 

 

 

 

188 

 

入力電流    0mA 4mA       20mA  21.7mA 

(0.6V)       (3.0V) (3.257V) 

 

 

 

 

 

 

端子番号 内容 

ＡＩ－６ ６Ｃｈ＋入力信号 

ＡＩ－０Ｖ ６Ｃｈ―入力信号（共通端子） 

ＡＩ－７ ７Ｃｈ＋入力信号 

ＡＩ－０Ｖ ７Ｃｈ―入力信号（共通端子） 

レジスタ番号 内容 

ｉ００００８ ＡＩ－６入力データ（０～１０２３） 

ｉ００００９ ＡＩ－７入力データ（０～１０２３） 



 

27／45 

第 3 章 仕様 

３－１９ アナログ出力端子 

 

端子台 

  ＡＯ－０  

 

   内部回路      ＯＰ            ＡＯ－１          負荷回路  

                   ＡＭＰ 

   （ＰＣ）                       ＡＯ－２       （ ＞ １kΩ） 

 

  ＡＯ－０Ｖ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出力電圧） 

＋１０Ｖ 

 

 

 

    －８１９２    ０Ｖ 

   

      レジスタ値      ０      ８１９１ 

 

 

 

－１０Ｖ 

 

 

端子番号 内容 

ＡＯ－０ ０Ｃｈ出力信号 

ＡＯ－１ １Ｃｈ出力信号 

ＡＯ－２ ２Ｃｈ出力信号 

ＡＯ－０Ｖ ＡＯコモンライン 

レジスタ番号 内容 

ｏ０００４２ ＡＯ－０出力データ（-8192～8191） 

ｏ０００４３ ＡＯ－１出力データ（-8192～8191） 

ｏ０００４４ ＡＯ－２出力データ（-8192～8191） 
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３－２０ パルス出力端子 

パルス出力として使用する以外、デジタル（トランジスタ）出力としても使用可能です。 

端子台 

ＴＲ ＡＲＹ                  ＰＯ－０   

   内部回路     ＋１２Ｖ                  ：         負荷回路 

                                    ： 

   （ＰＣ）                           ＰＯ－２       （＞１ｋΩ） 

                      

                      ＰＯ－０Ｖ  

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル（トランジスタ）出力として使用する場合、各リレーを１にセットしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスタパルス信号 

 

 

ｏ０００５０  ｏ０００５０ 

 

 

マスタ同期信号１ 

 

 

 

ｏ０００５１ 

マスタ同期信号２ 

 

 

 

ｏ０００５２ 

端子番号 内容 

ＰＯ－０ ０Ｃｈ出力信号（マスタパルス信号） 

ＰＯ－１ １Ｃｈ出力信号（マスタ同期信号―１） 

ＰＯ－２ ２Ｃｈ出力信号（マスタ同期信号―２） 

ＰＯ－０Ｖ ＰＯコモンライン 

端子番号 リレー名称 内容 

ＰＯ－０ Ｏ００５００  １ （Ｏ００５０１～Ｏ００５０Ｆは、ＯＦＦにして下さい） 

ＰＯ－１ Ｏ００５１０  １ （Ｏ００５１１～Ｏ００５１Ｆは、ＯＦＦにして下さい） 

ＰＯ－２ Ｏ００５２０  １ （Ｏ００５２１～Ｏ００５２Ｆは、ＯＦＦにして下さい） 

レジスタ番号 内容 

ｏ０００５０ ＰＯ－０（パルス出力）設定パルス幅／出力レベル 

２以上に設定すると３チャンネルともパルス出力 

となります。 

ｏ０００５１ ＰＯ－１（パルス出力）設定パルス幅／出力レベル 

ｏ０００５２ ＰＯ－２（パルス出力）設定パルス幅／出力レベル 

ｏ０００５４ ＰＯ－０～２基準周波数レート（基準クロック１２ＭＨｚ） 

  ０：１／１、１：１／４、２：１／１６、３：１／６４ 

  ４：１／２５６、５：１／１０２４ 



 

29／45 

第 3 章 仕様 

３－２１ パルストレーン（レートマルチ）出力端子 

 

パルストレーン出力としてのみ使用可能です。 

端子台 

ＴＲ ＡＲＹ              ＰＯ－３  

   内部回路     ＋１２Ｖ                        負荷回路 

                                            （＞１ｋΩ） 

（ＰＣ）                         

 

 

                     ＰＯ－０Ｖ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ブロック図）           ｏ０００５６           ｏ０００５５ 

                        Ｎ               Ｍ        

 

 

 

 

出力周波数 ｆ ＝ ６０＊１００００００＊Ｎ／（Ｍ＊２＊６５５３６） 

（注意事項） 

Ｎは０～６５５３５（－１）で設定可能 

Ｍは２～１０２２で設定可能（小さい値では歯抜けの率が高くなる：１００以上推奨） 

 

（設定例） 

Ｎ＝４０９６、 Ｍ＝１００ の時 

ｆ＝６０＊１００００００＊４０９６／（１００＊２＊６５５３６）＝１８７５０（Ｈｚ） 

 

 

 

 

 

 

 

端子番号 内容 

ＰＯ－３ パルストレーン（レートマルチ）出力 

ＰＯ－０Ｖ ＰＯコモンライン 

レジスタ番号 内容 

ｏ０００５５ レートマルチ出力後段デバイダー値 

（２～１０２２）：下例Ｍ値 

ｏ０００５６ レートマルチ設定値 

（０～６５５３５）：下例Ｎ値 

ｏ０００５７ レートマルチ制御データ 

（通常は５１２を設定する） 

発振器 

６０ＭＨｚ 

１６ビット 

レートマルチ 

１０ビット 

デバイダー 
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３－２２ デジタル（リレー）出力端子 

 

端子台 

ＤＯ－０   

     内部回路    Ｒｙ                 ：        負荷回路 

                                  ： 

               接点              ＤＯ－３      （ＡＣ／ＤＣ） 

 

    ＤＯ－０Ｖ   

コモンライン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子番号 内容 

ＤＯ－０ ０Ｃｈ出力信号（リレー０接点出力信号） 

ＤＯ－１ １Ｃｈ出力信号（リレー１接点出力信号） 

ＤＯ－２ ２Ｃｈ出力信号（リレー２接点出力信号） 

ＤＯ－３ ３Ｃh 出力信号（リレー３接点出力信号） 

ＤＯ－０Ｖ リレー接点コモンライン 

レジスタ番号 内容 

ｏ０００４０ リレー４点一括書き込みデータ 

リレー番号 内容 

Ｏ００４００ ＤＯ－０（リレー出力）ＯＮ／ＯＦＦデータ 

Ｏ００４０１ ＤＯ－１（リレー出力）ＯＮ／ＯＦＦデータ 

Ｏ００４０２ ＤＯ－２（リレー出力）ＯＮ／ＯＦＦデータ 

Ｏ００４０３ ＤＯ－３（リレー出力）ＯＮ／ＯＦＦデータ 
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３－２３ 各部の名称と働き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①電源端子 

外部より電源を供給する為に使います。 

Ｅ端子は、独立で安定した C 種又はＤ種接地端子に 

      接地して下さい。 

 

 

   ②RESET ボタン 

単体でリセットする場合のみ、使用してください。 

      （注）運転中にリセットボタンは、押さないで下さい。 

 

③通信Ｉ／Ｆ用コネクタ 

 

ＲＳ４２２／ＲＳ４８５／ＲＳ２３２Ｃにて外部機器と通信するときに使います。 

コネクタは専用コネクタを使用してください。 

 

④プログラミングツール接続コネクタ 

 

プログラミングツール（ＴＤFlowＥｄｉｔｏｒ）と接続するためのコネクタです。 

ケーブルはＤ－ＳＵＢ ９ピン クロスケーブルを使用して下さい。 

 

⑤コンソールスイッチ部 

 

データ表示、書き込み操作のためのスイッチです。第５章参照願います。 

極性 

ＡＣ（Ｌ１） 

ＡＣ（L2）   

E 

①電源端子 

⑧取り付け穴 

⑨デジタル入出力用 

    端子台 

③通信 I/F 用コネクタ 

⑦コンソール LCD 表示部 

④プログラミングツー

ル接続コネクタ 

⑥コンソール LED 表示部 

 

 

 

 

⑤コンソールスイッチ部 

②ＲＥＳＥＴボタン 
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⑥コンソールＬCD 表示部 

DG-AMＰの制御状態を表示するＬＥＤです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦コンソール LCD 表示部 

内部レジスタのデータを表示します。 

⑧取り付け穴 

Ｍ３の取り付けねじを使用してください。 

 

⑨デジタル入出力用端子台 

 

外部デジタル入出力信号用と接続するときに使います。M3 フォーク端子を使用してください。 

 

バッテリオプションの取り付け位置 

 

 

バッテリオプションは、本体内部に装着します。 

本体右側のカバーを取りはずし、交換できます。 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号 名称 点灯条件 

PWR（Ｇ） 電源表示 電源投入で点灯（内部電源正常）。 

RUN（Ｇ） 運転表示 ＣＰＵ運転中点灯。 

ＣＰＵ停止中（重故障停止を含む）で点滅。 

ALM（Ｒ） アラーム表示 エラー発生時に点灯。 

COM（Ｙ） 通信表示 通信ボード通信確立で点灯。 

SD/RD（Ｇ） 送受信表示 データ送受信で点滅。 

②バックアップ用電池取付位

置 

①電池接続コネクタ 



 

33／45 

第 3 章 仕様 

３－２４ 外形 取付寸法 
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３－２５ 本体設置方法 

① DG-AMP を制御盤に設置する場合は、必ず制御盤の箱体から絶縁し、 FG 端子を独立接地（C 種または D 種接

地）してください。 

 

 

 

② AC 電源には、ノイズカット・トランスまたはノイズフィルタを入れてください。 

 

 

 

③ 端子台へ配線には圧着端子を使用し、圧着端子の傾きに注意し、隣接間の絶縁距離 

（３．２ｍｍ以上）確保してください。また圧着端子には絶縁被覆を併用してください。 

 

 

 

 ④ 周囲の機器から５０ｍｍ以上の空間を設け、通風がよくなるように設置してください。 

 

 

 

 ⑤ 高圧機器、動力機器とは、できるだけ分離し、配線は、それらの機器と並行配線しないで下さい。 

 

 

 

 ⑥ 取り付け面は、盤の床に対し垂直とし、水平取り付けは、しないで下さい。 

 

 

 

 

盤の床
ユニット内部の熱が逃げません

ユニット内部の熱が逃げません

 

 

 

 

 

 

第４章 プログラミング 
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４－１ プログラミング 

ＤＧ－ＡＭＰのプログラミングはＴＤＦｌｏｗＥｄｉｔｏｒで行います。 

ＴＤＦｌｏｗＥｄｉｔｏｒを起動すると下記の様な画面が表示されます。 

 

 

まず「ファイル」「新規プロジェクト」にてプロジェクトを作成し、「編集」「プログラム新規作成」にて 

プログラムを作成します。制御内容はプログラム内に記述します。 

 

プログラムの追加するタスクを選択します。演算の優先度はタスク１＞タスク２の関係になります。 

通常はタスク１のスキャンタイム＞タスク２のスキャンタイムとなります。 

 

スキャンタイムはそのタスクの実行周期を指定します。１ｍｓｅｃ単位で指定できます。 

（１ｍｓｅｃ以下の設定は０．２５ｍｓｅｃ、０．５ｍｓｅｃの２通りの設定を指定できます。） 
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第４章 プログラミング 

４－２ 回路の編集 

制御内容の編集はプログラムの「回路」をダブルクリックすることにより行えます。 

「プログラム新規作成」を行った後、「回路」の編集が可能となります。 

 

 

新規プログラム編集時は、回路を開く事により「書込モード」になります。 

既存プログラムの編集時は、「書込モード」を選択して下さい。 

回路シンボルは下記メニューを切り替える事により、配置できます。 

 

 

 

 

「ラダー」を選択。 

 

 

 

「メインメニュ－」を選択。 

 

 

 

 

読み出しモードに移行するときは、「書込終了」を選択します。 

 

読み出しモードへ移行します。 
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第４章 プログラミング 

４－３ 回路シンボルの種類 

シンボルには下記のような種類があります。 

ＳＯ＝Ｉ０００００＆ＳＩ

ラダー図言語／Ladder diagram language

シンボル
Symbol

動作
Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ

データ型
Ｄａｔａ　ｔｙｐｅ

ＳＯ＝Ｉ０００００＆ＳＩ

ＳＯ＝ＳＩ

００００００＝ＳＯ

ｂｉｔ

Ａ接点
Ｃｏｎｔａｃｔ”Ａ”

Ｂ接点
Ｃｏｎｔａｃｔ”Ｂ”

論理反転
Ｌｏｇｉｃ　ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ

コイル
Ｃｏｉｌ

ｂｉｔ

ｂｉｔ

ｂｉｔ

Ｎ０＝ｍｉ００００

データフロー言語／Data flow language

シンボル
Symbol

動作
Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ

データ型
Ｄａｔａ　ｔｙｐｅ

ｍｉ００００＝Ｎ１
Ｎ０＝ｍｉ００００

ｉｎｔ　　　ＢＣＤ８
ｗｏｒｄ　 ＢＣＤ４
ｒｅａｌ　　 　　　　

ロード
Ｌｏａｄ

ロード＆ストア
Ｌｏａｄ　ａｎｄ　ｓｔｏｒｅ ｉｎｔ　　　ＢＣＤ８

ｗｏｒｄ　 ＢＣＤ４
ｒｅａｌ　　 　　　　

ｍｉ００００＝Ｎ１

ストア
Ｓｔｏｒｅ

ｉｎｔ　　　ＢＣＤ８
ｗｏｒｄ　 ＢＣＤ４
ｒｅａｌ　　 　　　　

I０００００＝１　の時　Ｎ０＝Ｎ１
I０００００＝０　の時　Ｎ０＝０　

Ｎ０＝Ｎ１　Ｗｈｅｎ　I０００００＝１
Ｎ０＝０　　Ｗｈｅｎ　I０００００＝０

ａ接点
Ｃｏｎｔａｃｔ”ａ”

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

I０００００＝１の時　Ｎ０＝０　　
I０００００＝０の時　Ｎ０＝Ｎ１　

Ｎ０＝０　　Ｗｈｅｎ　I０００００＝１
Ｎ０＝Ｎ１　Ｗｈｅｎ　I０００００＝０

ｂ接点
Ｃｏｎｔａｃｔ”ｂ”

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

I０００００＝１　の時　Ｎ０＝Ｎ１　
I０００００＝０　の時　Ｎ０＝Ｎ２　
Ｎ０＝Ｎ１　Ｗｈｅｎ　I０００００＝１
Ｎ０＝Ｎ２　Ｗｈｅｎ　I０００００＝０

ｃ接点
Ｃｏｎｔａｃｔ”ｃ”

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

I０００００＝１　の時　Ｎ０＝Ｎ２　
I０００００＝０　の時　Ｎ０＝Ｎ１　
Ｎ０＝Ｎ２　Ｗｈｅｎ　I０００００＝１
Ｎ０＝Ｎ１　Ｗｈｅｎ　I０００００＝０

ｃ接点
Ｃｏｎｔａｃｔ”ｃ”

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

Ｎ１＞Ｎ２　の時　Ｓ０＝１　
Ｎ１≦Ｎ２　の時　Ｓ０＝０　
Ｓ０＝１　Ｗｈｅｎ　Ｎ１＞Ｎ２
Ｓ０＝０　Ｗｈｅｎ　Ｎ１≦Ｎ２

コンペアハイ
Ｃｏｎｐａｒｅ　ｈｉｇｈ

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

Ｎ１≧Ｎ２　の時　Ｓ０＝０　
Ｎ１＜Ｎ２　の時　Ｓ０＝１　
Ｓ０＝０　Ｗｈｅｎ　Ｎ１≧Ｎ２
Ｓ０＝１　Ｗｈｅｎ　Ｎ１＜Ｎ２

コンペアロウ
Ｃｏｎｐａｒｅ　ｌｏｗ

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

Ｎ１＝Ｎ２　の時　Ｓ０＝１　
Ｎ１≠Ｎ２　の時　Ｓ０＝０　
Ｓ０＝１　Ｗｈｅｎ　Ｎ１＝Ｎ２
Ｓ０＝０　Ｗｈｅｎ　Ｎ１≠Ｎ２

コンペアイコール
Ｃｏｎｐａｒｅ　ｅｑｕａｌ

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

ＪＰＸＸＸＸ：ページ又はラベルジャンプ
ＲＥＴＵＲＮ：サブルーチンからのリターン

ＪＰＸＸＸＸ：Ｐａｇｅ　ｏｒ　ｌａｂｅｌ　ｊｕｍｐ
ＲＥＴＵＲＮ：Ｒｅｔｕｒｎ　ｆｒｏｍ　ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ

結合子ロードストア
Ｃｏｎｎｅｃｔｏｒ　ｌｏａｄ　ｓｔｏｒｅ

制御命令
Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｏｍｍａｎｄ

ジャンプ先ラベルとして使用　
Ｕｓｅ　ａｓ　ａ　ｊｕｍｐ　ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　ｌａｂｅｌ

ラベル
Ｌａｂｅｌ

ｂｉｔ　　　　ｒｅａｌ　
ｉｎｔ　　　ＢＣＤ８
ｗｏｒｄ　 ＢＣＤ４

Ｎ１≧Ｎ２　の時　Ｎ０＝Ｎ１
Ｎ１＜Ｎ２　の時　Ｎ０＝Ｎ２

Ｎ０＝Ｎ１　Ｗｈｅｎ　Ｎ１≧Ｎ２
Ｎ０＝Ｎ２　Ｗｈｅｎ　Ｎ１＜Ｎ２

上位優先
Ｈｉｇｈ-ｌｅｂｅｌ　ｐｒｉｏｒｉｔｙ

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

Ｎ１＞Ｎ２　の時　Ｎ０＝Ｎ２
Ｎ１≦Ｎ２　の時　Ｎ０＝Ｎ１

Ｎ０＝Ｎ２　Ｗｈｅｎ　Ｎ１＞Ｎ２
Ｎ０＝Ｎ１　Ｗｈｅｎ　Ｎ１≦Ｎ２

下位優先
Ｌｏｗ-ｌｅｂｅｌ　ｐｒｉｏｒｉｔｙ

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

Ｎ０＝Ｎ１　ＡＮＤ　Ｎ２
ｉｎｔ

論理積
Ｌｏｇｉｃａｌ　ａｎｄ

Ｎ０＝Ｎ１　ＯＲ　Ｎ２
ｉｎｔ

論理和
Ｌｏｇｉｃａｌ　ｏｒ

Ｎ０＝Ｎ１　ＥＸＯＲ　Ｎ２
ｉｎｔ

排他的論理和
Ｌｏｇｉｃａｌ　ｅｘｃｌｕｓｉｖｅ　ｏｒ

Ｎ０＝Ｎ１＋Ｎ２

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

加算
Ａｄｄｉｔｉｏｎ

Ｎ０＝Ｎ１－Ｎ２

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

減算
Ｓｕｂｓｔｒａｃｔｉｏｎ

Ｎ０＝Ｎ１×Ｎ２

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

乗算
Ｍｕｌｔｉｐｌｉｃａｔｉｏｎ

Ｎ０＝Ｎ１／Ｎ２

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

除算
Ｄｉｖｉｓｉｏｎ

Ｎ０＝ＭＯＤ（Ｎ１／Ｎ２）
ｉｎｔ

剰余
Ｒｅｍａｉｎｄｅｒ

Ｎ０＝ＸＸＸＸ
ｉｎｔ

局所定数：整数
Ｌｏｃａｌ　ｃｏｎｓｔａｎｔ：ｉｎｔｅｇｅｒ

Ｎ０＝ＹＹＹＹ
ｒｅａｌ

局所定数：実数
Ｌｏｃａｌ　ｃｏｎｓｔａｎｔ：ｒｅａｌ　ｎｕｍｂｅｒ

000000
SO

SI SO

I00000

mi0000
N0N1

mi0000
N0

SI

SO

N1 N0

N2

N1 N0

N2

N1 N0

N2

N0

XXXX

N1 N0

N2

N1 N0

N2

N1 N0

N2

N1 N0
N2

N1 N0

N2

N1 N0

N2

N1 N0

N2

N1 N0

N2

I00000

N1 N0

N2

I00000

N1 N0
I00000

mi0000
N1

SI SO

I00000

SI SO

N1 N0
I00000

N1 S0

N2

N1 S0

N2

N1 S0

N2
N0

YYYY
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Ｎ０＝－Ｎ１

データフロー言語（関数）／Data flow language(Function)

シンボル
Symbol

動作
Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ

データ型
Ｄａｔａ　ｔｙｐｅ

Ｎ０＝Ｎ１

Ｎ０＝｜Ｎ１｜

Ｎ０＝Ｎ１＋１

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

符号変換
Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ　ｔｏ　Ｓｉｇｎ

１の補数
Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔ　ｏｆ　１

絶対値変換
Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ　ｔｏ　ａｂｓｏｌｕｔｅ　ｖａｌｕｅ

インクリメント
ｉｎｃｒｅｍｅｎｔ

ｉｎｔ

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

Ｓｌ＝１　の時　実行
Ｗｈｅｎ　Ｓｌ＝１　ｅｘｅｃｕｔｉｏｎ

Ｆ（）
SET：
RESET：
MOVW：ﾃﾞｰﾀ転送　　　Data　transfer
UPDOWN：ｶｳﾝﾀ　他　 Counter,etc.

ｂｉｔ

システム関数
Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ

Ｎ０＝Ｎ１－１

デクリメント
Ｄｅｃｒｅｍｅｎｔ ｉｎｔ

ｒｅａｌ

Ｎ０＝Ｎ１×１／２

２分の１
Ｏｎｅ　ｈａｌｆ ｉｎｔ

Ｎ０＝Ｎ１×２

２倍
Ｄｏｕｂｌｅ ｉｎｔ

Ｎ０＝Ｎ１

２乗
Ｓｑｕａｒｅ ｉｎｔ

ｒｅａｌ

Ｎ０＝Ｎ

指数
Ｅｘｐｏｎｅｎｔｉａｌ ｒｅａｌ

２

Ｎ１

Ｎ０＝√Ｎ１

平方根
Ｓｑｕａｒｅ　ｒｏｏｔ ｉｎｔ

ｒｅａｌ

Ｎ１の中の１ビット数　　　
→　Ｎ０

Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ｂｉｔｓ　ｔｈａｔ
　　　　　　　 →　ｓｅｔ　１　ｉｎ　Ｎ１

ビットカウント
Ｂｉｔ　ｃｏｕｎｔ

ｉｎｔ

Ｎ１をグレイコード変換　→　Ｎ０ 　
Ｎ１　ｃｏｎｖｅｒｔｅｄ　ｔｏ　ｇｒａｙ　ｃｏｄｅ

グレイコードバイナリー
Ｇｒａｙ　ｃｏｄｅ　ｂｉｎａｒｙ

ｉｎｔ

Ｎ１＞ｋｉ0000　の時　Ｎ０＝Ｎ１－ｋｉ0000　
Ｎ１＜-ｋｉ0000　の時　Ｎ０＝Ｎ１＋ｋｉ0000
Ｎ０＝Ｎ１－ｋｉ0000　ｗｈｅｎ　Ｎ１＞ｋｉ0000
Ｎ０＝Ｎ１＋ｋｉ0000 ｗｈｅｎ Ｎ１＜-ｋｉ0000

不感帯
Ｄｅａｄ　ｚｏｎｅ

ｉｎｔ
ｒｅａｌ

Ｎ０＝ｐｉ００００（Ｎ１）

パターン
Ｐａｔｔｅｒｎ ｉｎｔ

ｒｅａｌ

微分補償
Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ

ｒｅａｌ

位相補償
Ｐｈａｓｅ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ

ｒｅａｌ

Ｐｌ補償
Ｐｌ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ

ｒｅａｌ

ｒｅａｌ

ＡＲＣ

Ｎ０＝ＳＵＭ（ｍｒ００００）／Ｎ１

算術平均
Ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ　ｍｅａｎ ｒｅａｌ

フィルタ
Ｆｉｌｔｅｒ

ｒｅａｌ

ＰＩＤ補償
ＰＩＤ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ

ｒｅａｌ

一時遅れ
Ｔｒａｎｓｉｅｎｔ　ｄｅｌａｙ

ｒｅａｌ

ディレー
Ｄｅｌａｙ

ｒｅａｌ

定周期パルス
Ｆｉｘｅｄ　ｃｙｃｌｅ　ｐｕｌｓｅ

ｒｅａｌ

ｒｅａｌ

Ｓ－ＡＲＣ

Ｎ０＝ｍｒ００００（Ｎ１）

変数設定パターン
Ｖａｒｉａｂｌｅ　ｓｅｔｔｉｎｇ　ｐａｔｔｅｒｎ ｒｅａｌ

Ｎ１＞上限値　の時　Ｎ０＝上限値
Ｎ１＜下限値　の時　Ｎ０＝下限値

Ｎ０=ｕｐｐｅｒ ｌｉｍｉｔ ｗｈｅｎ Ｎ１＞ｕｐｐｅｒ ｌｉｍｉｔ
Ｎ０=ｌｏｗｅｒ ｌｉｍｉｔ ｗｈｅｎ Ｎ１＜ｌｏｗｅｒ ｌｉｍｉｔ

上下限リミッタ
Ｕｐｐｅｒ/ｌｏｗｅｒ　ｌｉｍｉｔｅｒ

ｒｅａｌ

ヒステリシス
Ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ

ｒｅａｌ

サブルーチン実行　　　　　　　　　　
Ｎ１引数、Ｎ０戻り値　　　　　　　　　
Ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ ｒｕｎｎｉｎｇ  　　　　　　
Ｎ１ ａｒｇｕｍｅｎｔ Ｎ０ ｒｅｔｕｒｎ ｖａｌｕｅ

サブルーチン
Ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ

ｉｎｔ
ｒｅａｌ
ｂｉｔ

Ｓｌ＝１　の時　サブルーチン実行　　　　
Ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ ｒｕｎｎｉｎｇ ｗｈｅｎ Ｓｌ＝１  　

条件付サブルーチン
Ｃｏｎｄｉｄｉｏｎａｌ ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ

ｂｉｔ

Ｎ０＝ｆ（Ｎ１）
ｆ（）
SIN：SIN(N1)
COS：COS(N1)
TAN：TAN(N1)
ASIN：SIN　(N1)
TSTD：ｵﾝﾀｲﾏ　　　ON timer
TRTC：ｵﾌﾀｲﾏ　　　OFF timer
USUC：ｵﾝ微分　 　ON defferrentiation
DSDC：ｵﾌ微分　 　OＦＦ defferrentiation
BKLC：ﾊﾞｯｸﾗｯｼｭ　 Back lash
BKLS：ﾊﾞｯｸﾗｯｼｭ補償
　　　　　　　　　　　　Back lash compensation

システム関数
Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ

ｉｎｔ
ｒｅａｌ
ｂｉｔ

-1

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

N1 N0

SI

N1 N0

SI

t　→ t
N1 N0

t　→ t
N1 N0

t　→ t
N1 N0

t　→ t
N1 N0

t　→ t
N1 N0

t　→ t
N1 N0

t　→ t
N1 N0

t　→ t
N1 N0

t　→ t
N1 N0

t　→ t
N1 N0

t　→ t
N1 N0
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４－４ ダウンロード・アップロード 

編集が終わったらＤＧ－ＡＭＰにプロジェクトをダウンロードします。 

プロジェクトはフラッシュメモリに保存されます。 

 
 

 

 

ＤＧ－ＡＭＰでは接続対象は「直結ＣＰＵ」のみ有効です。 

 

 

プログラムの確認・修正（モニタ・デバッグ）を行うには「ＰＬＣ接続（アップロード）」を行い、プロジェクト内容を 

ＤＧ－ＡＭＰより読み出したあと行います。 

（ダウンロード直後、ＴＤＦｌｏｗＥｄｉｔｏｒはモニタ・デバッグ可能な状態になっています。） 

 

 

ＤＧ－ＡＭＰでは接続対象は「直結ＣＰＵ」のみ有効です。 
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第４章 プログラミング 

４－５ モニタ・デバッガ 

編集時と同じように、モニタ・デバッグしたいプログラムを選択し、回路を表示させます。 

 

 

 

「モニタ」にて回路内のレジスタの現在値がモニタできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「デバッガ」にて回路の局所的変更が可能となります。 
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第４章 プログラミング 

４－６ ファームウェアバージョン確認方法 

ＤＧ－ＡＭＰのファームウェアのバージョンを確認するには 

「オンライン」「ＰＬＣ ＲＡＳ情報表示」を選択して、 

 

「型式情報」を選択します。 

 

 

右側のウインドウにＤＧ－ＡＭＰのバージョン情報が表示されます。 
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第５章 コンソール 

５－１ コンソール 

ＤＧ－ＡＭＰ本体の前面のコンソール部は以下に示します。 

 

 

液晶表示部         

                   上段 

                   下段 

 

 

 

ＬＥＤ部 

 

 

スイッチ部 

 

 

１） 液晶表示部 

上段は、通常時刻を表示します。またエラー発生時は、エラー内容を表示します。 

下段は、内部レジスタのデータを表示します。また書き込みデータを設定します。 

* １ １ / 0 3  1 5 ： 2 5 ： 0 0 ＊ 

ｉ ０ ０ ０ ０ 0 /   1  2  3  4  5 

            上段   月 /  日    時 ： 分 ： 秒 

         下段  レジスタアドレス /   データ表示 

２） ＬＥＤ部 

（１）ＰＷＲ ＬＥＤ（Ｇ） 

電源ＯＮ時、常時緑色を点灯しています。 

（２）ＲＵＮ ＬＥＤ（Ｇ） 

電源ＯＮ時、常時緑色を点灯しています。 

（３）ＡＬＭ ＬＥＤ（Ｒ） 

エラー発生時、赤色を点灯します。 

（４）ＣＯＭ ＬＥＤ（Ｙ） 

    通信ボード（ＯＰＣＮ－１等）接続時、上位ＰＬＣと接続して通信確立して緑色を点灯します。 

（５）ＳＤ／ＲＤ ＬＥＤ（Ｇ） 

通信ボード（ＯＰＣＮ－１等）接続時、データの送信、受信で緑色を点滅します。 

  ３）スイッチ部 

（１）ＵＰ/ＤＯＷＮ スイッチ 

カーソル位置のデータ値（数値）を１づつカウントアップまたは－１づつカウントダウンします。 

（２）ＨＥＸ/ＤＥＣ スイッチ 

データ表示値を１６進または１０進で表示します。 

（３）Ｌ/Ｒ スイッチ 

カーソル位置をＬ（左）またはＲ（右）にシフトします。 

（４）ＥＮＴ スイッチ 

データ値の確定、またはカーソルゾーンの確定をします。（右シフトします。） 

（５）ＭＥＮＵ スイッチ 

カーソルゾーンの確定を解除します。（左シフトします。） 
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第５章 コンソール 

５－２ データの表示 

通常、カーソルの位置は、液晶表示部の下段のレジスタグループ設定位置（ ① ）にあります。 

この状態からＵＰ／ＤＯＷＮ、Ｌ／Ｒ、ＥＮＴスイッチを操作することで各レジスタのデータ値を表示することができます。 

 

データ表示部（下段側） 

i O 0 0 0 0 ／  0 0 0 0 0    

－    －        － －                          －：カーソルの位置 

 

   ①       ②     ③         ④  ⑤ 

   ＥＮＴ  →       →      →         →        （操作順序） 

    

   ＭＥＮＵ←       ←       ←          ←  ←     （操作終了順序） 

 

①レジスタグループ設定位置（でのレジスタ選択） 

ＵＰ／ＤＯＷＮ操作によりレジスタ番号２桁部分を変更し、表示するレジスタを選択する。 

ｉ０ → ｏ０ → ｇ０ → ｚ０ → ｒｉ → ｉ０ → ｋｉ → 繰り返し 

表示するレジスタを選択後、ＥＮＴスイッチを押すことでカーソルは、レジスタ番号設定位置に移動します。 

(注)ｋｉレジスタは、ＴＤＦｌｏｗＥｄｉｔｏｒで作成したプロジェクト内の先頭サブプログラムのｋｉレジスタのみ 

表示、書き込み可能です。 

②  レジスタ番号設定位置（でのレジスタ番号設定） 

Ｌ／Ｒ操作により変更する桁位置を選択し、ＵＰ／ＤＯＷＮ操作によりレジスタ番号を変更する。 

１→ ２ → ３ → ・・・→ Ａ → ・・・→ Ｆ 繰り返し（ＨＥＸ／ＤＥＣスイッチをＨＥＸの場合） 

表示したいレジスタ番号を設定後、ＥＮＴスイッチを押すことでカーソルは、データ表示位置に移動し 

その後、設定したレジスタのデータ値をデータ表示部に表示します。 

③ データ表示位置（でのデータ表示確認） 

②の操作後、カーソルはデータ表示位置に移動し、現在のデータ値が表示されます。 

Ｉ／Ｏデータ等はこの位置で確認することが可能です。 

必要に応じてＨＥＸ／ＤＥＣスイッチでデータ基数を変更可能です。 

 

５－３ データの書き込み 

書き込みたいレジスタ番号を５－２の操作で表示後、ＥＮＴスイッチを押すことでカーソルはデータ書き込み位置に移動しま

す。 

 

④ データ書き込み位置（での書き込みデータ設定） 

③の状態でＥＮＴスイッチを押すことで、データ表示部分がホールドし、カーソルはデータ書き込み位置に 

移動し、その後、Ｌ／Ｒ操作及びＵＰ／ＤＯＷＮ操作により、書き込みデータを設定する。 

書き込みデータを設定後、ＥＮＴスイッチを押すことで表示されているデータが書き込まれます。 

（注）ｋｉレジスタの書き込み処理には、約２秒ほど時間がかかります。ＥＮＴスイッチを押した後、上段の 

時刻（秒）が更新されることを確認してから次の操作（例 ＭＥＮＵキーの操作）を行ってください。 

 

書き込みをしない場合でも表示状態をホールドしたい場合は、このカーソル位置で確認可能です。 

その場合、表示確認後は、ＭＥＮＵスイッチでカーソルを①のレジスタグループ設定位置に戻してください。 

⑤ データ書き込み 

④の操作後、表示されているデータが書き込まれます。（カーソル位置は、変わりません。） 

データ書き込み操作（ＥＮＴスイッチＯＮ）後、ＭＥＮＵスイッチを押しカーソルをデータ表示位置に 

移動し、書き込んだデータをデータ表示部に表示する。 
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第５章 コンソール 

５－４ 時刻設定 

パソコンを使用しなくとも時刻（年月日時分）を設定することができます。 

通常は下記の表示状態です。 

 

[ 通常時刻表示部（上段側）] 

＊ ０ ０  ／ ０ ０   ＸＸ ： ＸＸ ： ＸＸ ＊ 

  

月    日     時   分    秒 

（１） MENU 押しボタンを５秒以上押すと表示部が下記のように変わります。 

 

[時刻設定用表示部（上段側）]  

％  ０ ０ ／ ０ ０ ／ ００  ＸＸ ： ＸＸ  ％ 

  

年    月    日    時   分 

 

 

（２） この状態でＲスイッチを操作して、年→月→日→時→分に変更し、 

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチで各値を変更します。 

（Ｌスイッチを操作すると分→時→日→月→年に変更できます。） 

最後にＥＮＴ押しボタンスイッチを操作することにより変更されます。 

 

 

５－５ ファームウェアのバージョン表示 

DG－AMP のファームウェアのバージョンを確認するには 

MENU 押しボタンを押しながら L 又は R スイッチを操作することで表示できます。 
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備考  内部特殊メモリの割り付け 

備考１ 運転ステータス 

レジスタ名 リレー名 内容 単位 

ｚ０００００ Z０００００ アプリケーションプログラム運転中（ＲＵＮ ＬＥＤ） 

 Ｚ００００１ 重故障 

 Ｚ００００２ 軽故障 

ｚ００００１ Z０００１０ COM ERROR 

 Z０００１１  

 Z０００１２  

 Z０００１３  

 Z０００１４  

 Z０００１５  

 Z０００１６  

 Z０００１７  

 Z０００１８  

 Z０００１９ ALM ランプ 点灯 

 Z０００１Ａ COM ランプ 点灯 

 Z０００１Ｂ SD./RD ランプ 点灯 

 Z０００１Ｃ  

 Z０００１Ｄ  

 Z０００１Ｅ  

 Ｚ０００１Ｆ  

ｚ００００２ Z０００２０  

ｚ００００３ ― ＣＰＵ実行時間レジスタ B.C.D (mSec)  

ｚ００００４ ― ＣＰＵスキャン時間レジスタ B.C.D (mSec) 

ｚ００００５ ― カレンダ（年／月）表示レジスタ B.C.D (YYMM) 

ｚ００００６ ― カレンダ（日／時）表示レジスタ B.C.D (DDHH) 

ｚ００００７ ― カレンダ（分／秒）表示レジスタ B.C.D (MMSS) 

ｚ００００８ ― カレンダ（曜日）表示および B.C.D (FFWW) 

ｚ００００９ ― ０．２５ｍｓカウンタレジスタ（アプリケーション RUN 時） 

ｚ００００Ａ ― １ｓカウンタレジスタ 

ｚ００００B ― システムプログラムスキャンカウンタレジスタ 

ｚ００００C ― ０．２５ｍｓカウンタレジスタ 

ｚ００００D ― システムリザーブ 

ｚ００００E Ｚ０００Ｅ０ ＤＯＷＮトグルスイッチ 

 Ｚ０００Ｅ１ ＵＰ   トグルスイッチ 

 Ｚ０００Ｅ２ Ｌ    トグルスイッチ 

 Ｚ０００Ｅ３ Ｒ    トグルスイッチ 

 Ｚ０００Ｅ４ ＨＥＸ  トグルスイッチ 

 Ｚ０００Ｅ５ ＥＮＴ  押しボタンスイッチ 

 Ｚ０００Ｅ６ ＭＥＮＵ押しボタンスイッチ  （各スイッチ操作状態でＯＮとする） 

ｚｒ００２C  タスク１スキャンタイム（単位：秒 実数） 

ｚｒ００２E  タスク２スキャンタイム（単位：秒 実数） 
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